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NPO（ボランティア団体・市民活動団体等）からの協働事業等提案募集全体図 
 
 
 

【平成１９年度】 

 

ステージ１【提案募集】 
以下の区分で協働事業等の提案を募集します。 
１．事業提案 

（①自由テーマ） 
２．県と研究会を設置して課題の共有を目指す研究提案（以下「研究提案」という） 

（①自由テーマ） 
※ 募集期間が違いますので注意してください。 

 

【提案募集】 
NPO からの協働事業等提案募集 

研究提案 事業提案 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      意見 
      交換 
 
 
 
 
 
        意見書 
 

 

ステージ２【提案受付】 

１．ＮＰＯ室において協働事業等の提案を受け付けます。 
２．提出されたＮＰＯからの協働事業等の提案書を県の関係室へ回付します。 
３．提案書を受けた関係室は提案したＮＰＯ等と意見交換して、ＮＰＯ室に意見書を提出し

ます。 
 

※ 事業提案は、ＮＰＯと県が協働で実施する事業についての提案とします。 
※ 研究提案は、ＮＰＯと県が課題を共有することを目指して研究会を設置・運営する

提案とします。 

 
 
 
 
 
 
 
 

【提案受付】 
NPO から協働事業等提案(応募) 
(NPO 室で受付、ﾋｱﾘﾝｸﾞ) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ステージ３【審査】 

提案者からの公開プレゼンテーションを行い、審査会で審査します。審査会で優秀な提案を

絞り込み順位を付します。 
公開のプレゼンテーションには関係室も参加して意見を述べます。 

【選定】 
結果通知 
採点結果・

理由 

【選定】 
結果通知 
採点結果・

理由 

【審査】 
審査会によ

る審査 

【審査】 
審査会によ

る審査 

提案 
ＮＰＯ 

県の 
関係室 

●事業提案 
公開プレゼ

ンテーショ

ン 

●研究提案 
公開プレゼ

ンテーショ

ン 

 

 地域活性化の手法としてコミュニティ・ビジネスが注目されている。地域の課題を地域で

解決するためにコミュニティ・ビジネスに着目した地域支援の在り方を研究する。 
（研究会参加団体）ＮＰＯ、商業団体、県行政（産業支援室、雇用・能力開発室、観光・交

流室、国際室） 

◎「審査会」の審査委員 

市民 3名 学識経験者１名 行政職員 3 名 部局関係職員各１名 

※審査会の審査委員は、審査終了後、事業完了まで事業進行に関わるサポート委員となり

ます。 

大規模災害時の難病患者への支援をどうしていけばいいのか、また、患者自身はどう行動

していけばいいのかを、Ⅰ型糖尿病をモデルに一人一人に合ったマニュアル作りの支援と

啓発を行う。 
（検討会参加団体) ＮＰＯ、患者会、難病連、医療機関、薬剤師会など医療関係団体、医薬

品メーカー、県行政（健康福祉総務室、健康づくり室、薬務食品室、地震対策室） 
【研究提案例】 

【事業提案例】 
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ステージ４【協議】 

提案したＮＰＯと県関係室が、今後の進め方について協議を行います。検討（研究）の方向

性、検討（研究）会のメンバー構成、サポート委員が必要か否か、議事進行は誰が担うかな

どを話し合います。この協議には、ＮＰＯ室も参加します。 
事業提案の検討会の事務局運営の業務（資料作成、議事進行（議事進行を提案者が担う場合）、

議事録作成、情報公開など）をＮＰＯ室から提案者に委託します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ステージ５【検討会・研究会】 

１．事業提案 
事業構築に向けた検討会を開催し、協働の目的、内容、方法等を検討し役割分担を行いま

す。関わりがあると思われる市町には担当者の参加を呼びかけます。 
①検討会には必要に応じてサポート委員を派遣し、ＮＰＯ室はオブザーバーとして参加しま

す。サポート委員に係る報償費、旅費、検討会に係る費用については、ＮＰＯ室が負担し

ます。 

 【協議】「今後

の進め方」の協

議 
 【協議】「今後

の進め方」の協

議 

【検討会】 
提 案 NPO
と県関係室 

【研究会】 
提 案 NPO
と県関係室 

 
２．研究提案 
  研究会を設置し、現状（問題）の認識や方策等を話し合い、県と課題を共有することを目

指します。研究会運営は参加者で話し合い、役割分担します。 
①研究会は、ＮＰＯ室がオブザーバーとして参加します。研究会開催にかかる諸費用（資料

コピー代など）は、予算の範囲内でＮＰＯ室が負担します。 
 

 
 
 
 

【事業構築】 
事業形態・役割

分担・予算・時

期 

【研究結果】 
課題の認識・課

題への対処法・

役割分担 

 
  

ステージ６【検討・研究の成果】 

１．事業提案 
検討の結果、事業構築が実現した場合には、ＮＰＯと県は両者の役割分担に応じて、必要

な予算を翌年度に計上するなど、事業実施に向けての準備を行います。当年度に実施が可能

なものは、即実施します。事業実施に係る県の予算は、役割分担に応じて関係部局の予算で

対応します。 
２．研究提案 
  研究の結果、ＮＰＯと県が共通の課題として認識した提案については、その方策や役割分

担を研究結果発表会で発表します。発表会には三役が出席する予定です。 
 

 

【平成２０年度】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステージ７【事業実施・研究の成果の実現】 

１．事業提案 
ＮＰＯと県の協働の実施方法は、委託、共催、事業協力などが考えられます。協働事業を

実施している間、もしくは実施後に、協働事業ふりかえり会議を行います。検討の結果、事

業実施に至らない場合もあります。 
２．研究提案 

課題として共有された研究の成果は、ＮＰＯと県双方に帰属するものとします。対応策は、

「主に県が対応するもの」や「多様な主体と県が協働で対応するもの」、「主に多様な主体が

対応するもの」といった役割分担に応じて、研究の成果に基づき、次年度以降の県庁から募

集するテーマとして事業提案を募集するなど、双方で対応策の実現を目指します。 

 

 
【成果の実現】 

 
【事業実施】 
翌年度実施す

る場合 

 
 

主に県が対

応するもの 

【成果発表】 
課題・方策・

役割分担な

どを提言 

【事業実施】 
当年度実施

できるもの

は実施する。 

県とＮＰＯ

が協働で対

応するもの 

主にＮＰＯ

が対応する

もの 


